■【平成30年度 童楽寺ホーム(FH)事業計画書】

平成30年4月1日現在
①【事業概要】
■【設置主体】【名称】

●童楽寺ホーム　(どうがくじほーむ)

■【管理者】

●安武信之　(やすたけのぶゆき)

■【開設年月日】

　●平成28年4月1日

■【職員配置】

　●養育者2名(管理者1名含む)登録　
●補助者4名登録

②【養育年次目標】
●童楽寺ホームで家庭の温もりを分かち合います。

●養育者として愛情と真心をもって、子どもの養育に努めます。

●児童の個々に応じた教育と技能習得の機会を提供し、社会的自立を援助します。

●児童の養育に必要な研修を受け、知識と技術の向上に努めます。

●生活環境を整え、児童を取り巻く社会環境の改善に努めます。
③【養育計画】
■【生活日課】※土日祝
	600
	起床・あいさつ・洗面 

	630
	朝の集会・ラジオ体操

	645
	洗濯物干し・散歩・ホーム清掃など 

	730
	朝食(片付け)・歯磨き・風呂掃除

	900
	小中学生学習会・※童楽寺共同作業

	1200
	昼食(配膳・あいさつ・片付け)

	1300
	川遊び(夏季)・※童楽寺共同作業

	1530
	洗濯物取り入れ・散歩・おやつ


	1700
	フリータイム・入浴・爪切り・耳かき

	1900
	夕食(配膳・あいさつ・片付け)

	1945
	夕食片付け・歯磨き・洗濯物たたみ

	2100
	小学生読書・日誌記入

	2130
	児童居室点検・小学生就寝あいさつ

	2300
	ホーム点検・消灯

	
	※童楽寺スタッフケース会議(随時)


　

■【食事提供】

●児童1日3食を基本とします。
自分達の生活を良くするために、どんなことが必要なのか、子どもと職員が話し合う場を「食事時間」と考えています。自分の意見を相手に伝える、相手の意見も受け入れる、その練習の機会を図ります。
■【生活指導目標】(日常生活習慣上の目標)

【小学生】
●自分がしてもらってうれしいことは、他の人にできる自分になっていく。
●自分がされていやなことは、他の人にしない自分になっていく。
【中学生】※H29年度初不在
●自分たちの生活を良くしていく努力をみんなと共にしていく。
●弱い者いじめや暴言・暴力、不愉快な態度などで、人の心を傷つけない。
●日課や取り組みを真剣に行い、自分に自信をつけていく。
【高校生】
●小中学生に色々としてもらっている分、良い相談相手になっていく。
●みんなの役に立てているのかどうかを考える人になっていく。
●目標を定めて、それに沿った生活ができるような人になるように努力していく。
■【行事予定】※別記参照
■【居室利用計画】

●【童楽寺ホーム①】
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●【童楽寺ホーム①】①(入居定員　男子2名)　
●【童楽寺ホーム①】②(入居定員　女児2名)　
●【童楽寺ホーム①】③(入居定員  女子1名)　

●【童楽寺ホーム①】④(入居定員　男子1名)　
●【童楽寺ホーム②】⑤(入居定員  1名)　
●【童楽寺ホーム②】⑥(入居定員  1名)

●【童楽寺ホーム②】⑦(入居定員  1名)

●【童楽寺ホーム②】⑧(入居定員  1名)

④【職員処遇計画】
■【勤務体制】【勤務表】
　●【養育者(管理者)】【養育者(副管理者)】　年中無休(24時間)

　　やむをえず休暇を取得する場合は、補助者に養育委託します。

●【補助者①】【補助者②】【補助者③】【補助者④】
　【補助者④】月20日勤務体制(1日約4時間)※その他の【補助者】不定期勤務
■【職務分担】

●【養育者(管理者)】

　全体運営管理・事務部門(経理関係)・児童生活支援

●【養育者(副管理者)】
　　管理者補佐業務・児童生活支援・事務部門(児童関係)・食事調理・児童心理相談

●【補助者①】【補助者②】【補助者③】【補助者④】
副管理者補佐業務・児童生活支援・食事調理

■【職員会議計画】

児童にとって円滑なる事業を実施するため、職員会議を実施します。

●毎月25日【童楽寺の日】に予定します。※場合により不定期実施
■【研修計画】
　児童にとって円滑なる事業を実施するため、他のファミリーホームを視察し、健全な運営の参考とする研修を

実施します。
●ファミリーホーム視察研修会実施　※年1回

⑤【保健衛生に関わる事項】
■【日常生活習慣上の目標】

子どもの健康増進と疾病の予防、早期発見・早期治療を基本方針として、子どもが発達段階に応じて、健康的な生活習慣を身につけられるように、衛生管理や清潔指導を実施します。
■【定期健康診断】

　●【児童】

　　こども園・小学校・中学校・高等学校にて定期健診を受診します。　※年1回
　●【職員】
　　かつらぎ町指定健康診断を受診します。　※隔年
⑥【防災計画】
■【職員及び児童への防災知識修得の機会】

　管理者(かつらぎ町消防団第7分団第3部部長)が、消防団定期活動内容を職員・児童に伝達し、消防団定期活動に参加(見学)します。
　●春(秋)の防火予防週間　●年末警戒　●不定期訓練参加(見学)
■【避難訓練実施計画】

　職員・児童全員にて、消防器具点検・避難訓練を実施します。　※年1回

　　
⑦【地域・学校などの連携内容】
■【地域・学校・PTAなど行事参加予定】
【行事予定】※別記参照　

■【担当児童福祉司との協力・情報提供など連携の方法及び内容】

　定期的な里親サロン・里親会役員会・里親会行事を通じて、児童養育報告書を基に児童相談所職員との情報提供・連携を実施します。
　※緊急に連絡を必要とする事案が発生した場合は、児童相談所と迅速に対応します。
　●里親サロン　●里親会役員会　●里親会行事　※児童養育報告書　
⑧【苦情対応体制】
■【第三者委員(氏名・連絡先)】
児童(保護者など)からの苦情に迅速かつ適切に対応するため、苦情を受け付ける窓口を設置するなど、必要な措
置を講じます。
●【氏名】かつらぎ町新城地区民生児童委員　鍛治二郎

●【住所】和歌山県伊都郡かつらぎ町新城266　【電話】0736-26-0549

⑨【その他機関との連携内容】
児童が自立できるよう援助するため、地域や関係機関と協力して、地域住民との交流を図り、地域に開かれた童楽寺ホームを目指します。
●【かつらぎ町役場・やすらぎ対策課】0736-22-0300　(児童戸籍全般・衛生関係全般)

●【かつらぎ町教育委員会】0736-22-0303　(学校関係全般　※高等学校除く)

※【かつらぎ町立佐野こども園】0736-22-6064　(幼稚園関係全般)

●【かつらぎ町立渋田小学校】0736-22-2004　(小学校関係全般)

※【かつらぎ町立笠田中学校】0736-22-1068　(中学校関係全般)

●【和歌山県立伊都中央高校】0736-42-2056　(高等学校関係)
●【海南高校美里分校】073-499-0034 (高等学校関連)

●【和歌山県子ども未来課】073-441-2490　(要保護児童関係事務全般)

●【和歌山県子ども・女性・障害者センター】073-445-5312　(要保護児童全般)

●【紀南児童相談所】0739-22-1588　(要保護児童全般)

●【和歌山乳児院】0736-69-1001　(要保護乳幼児全般)

●【かつらぎ町要保護児童対策地域協議会】0736-22-0303　(要保護児童全般)

●【和歌山県里親会(里親支援センターなでしこ)】0736-69-1004　(委託児童全般)

●【かつらぎ町地域子育て支援センター】0736-22-0300　(幼児相談全般)

●【性暴力救済センター(わかやまマイン)】073-444-0099　(性暴力関係全般)
●【新城地区民生児童委員(鍛治二郎)】0736-26-0549　(童楽寺ホーム第三者委員)
●【新城自治区長(中前光雄)】0736-26-　(新城地区関係全般)
●【かつらぎ町社会福祉協議会】0736-22-4311　(福祉・ボランティア関係全般)
●【和歌山県社会福祉協議会】073-435-5220　(福祉・ボランティア関係全般)
●【和歌山県NPOサポートセンター】073-435-5424　(福祉・ボランティア関係全般)
●【かつらぎ町ひきこもり支援「よりみち」】0736-22-0300　(福祉・ボランティア関係全般)
●【全国青少年教化協議会】03-3541-6746　(福祉・ボランティア関係全般) 

●【児童虐待防止全国ネットワーク】03-6380-6380　(福祉・ボランティア関係全般)

※【伊都障害者生活支援センター】0736-33-1913　(福祉・障害者関係)

●【みんなの家(ロッツ)】0736-78-3530　(福祉・ボランティア関係全般)

●【かつらぎ警察署】0736-22-0110　(防犯関係全般)
●【伊都消防署】0736-23-2133　(防災関係全般)
●【かつらぎ町消防団第7分団第3部】0736-26-0855　(新城地区防災関連全般)

●【橋本保健所(伊都振興局健康福祉部)】0736-42-3210　(保健関係全般)
●【伊都地方休日急患診療所】0736-43-1513　(救急医療関係全般) 
●【和歌山県立医科大学付属病院紀北分院】0736-22-0066　(総合医療関係全般)

●【田村歯科クリニック】0736-22-1671　(歯科関係全般)

●【たかの耳鼻咽喉科】0736-23-1133　(耳鼻咽喉科関係全般)

●【永野医院】0736-23-2311　(内科関係全般)
●【ハギノ眼科】0736-44-2120　(眼科関係全般)
●【たきわき皮フ科クリニック】0736-42-0210　(皮膚科関係全般)
●【河原整形外科】0736-42-5757  (整形外科関係全般)
●【米田小児科】0736-22-3065  (小児科関係全般)
●【奥村レディスクリニック】0736-22-3065  (婦人科関係全般)
●【長谷毛原診療所】073-499-0300　(診療関係全般)

●【ヤマハ音楽教室 粉河教室】0736-62-2008　(学習塾関連)

●【毛原郵便局】073-499-0300　(金融関係)
●【紀陽銀行 笠田支店】0736-22-2215　(金融関係)
※＝H29年度初で関連なし
⑩【その他事業に関わる事項】
■【臨時職員会議】
童楽寺ホーム運営規程に定める事項のほか、不測の事態が発生した場合、【臨時職員会議】を開催し、関係機関と善処を尽くします。
■【必要備品整備】※諸経費別途見積　　★=次年度以降予定
児童の快適な生活環境を整え、衣食住の必要を満たすため必要備品整備を実施します。
●児童居室空間扉設置(3ヶ所)  ●児童居室空間納戸設置　　●事務用品　　

★児童居室フローリング改修　★童楽寺ホーム耐震強化工事
